Cafés and Literature : On Russian Cafés in (and around) Ginza by 岡﨑 一
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珈 瑳 店
色やかなる情熱のカフエエは
不思議なる都市の光線の筋で
夜の紫の焔 と深紅と虹を纏ひつつ
星や街燈の交叉の うちに散らばる
カフエエは華やげる漂流人の天幕となり
匂はしき彷篠女の王宮となり
もろもろの孤濁なる情熱像を燃やし出して
衣裳ある鰯膿の色縷を燈す
瓦期や影縛の彩薫ある街巷から
男女の流星はほのかにカフエエにすべ り入り
秘密の計画ある魔の鳥のやうに
青い肉髄を卓や椅子に飾 り立てる
夜の時計の廻縛につれて
客は朧ろげなる焔となり
酒の牧師も花の兇漢も
累累としてすれちがふ
カフエエは夜の都市のi新らL、い教會となつて
悶ゆる臓悔人を呼び入れ もするが
化粧せる闇の貴婦人がするどい表情で
生きた心臓をとりにくる地獄にもなる
カフエエは夜街の彩 られ し天文嘉で
情熱の深夜や四季や時刻表をうつし出し
多くの人情技師や散歩の魔女が
死や恋愛の現實文宇を讃みにくる小建築である。
(中西唐堂 薩東京市』け予清詩社、大正U年1280-82)
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序論
先ずcafeのH本語表記 について断 っておかなければな らない。cafeの目本語表
記には平仮名表記や漢字表記 もあるにはあるが、カタカナ表記が通例である。〈カフ
ェ〉・〈カフェー〉を始 めとして、カタカナ表記が多種多様であることは、前記の中
西悟堂の表記からも容易に推測可能 だが 、本稿では特 に(近 代 日本 とい う)時 代性
を考慮 して、原則 として 〈カフヱー〉(や 〈バア〉)とい う表記 を用いる。 それは実
質的に本邦初のカフヱ・一・・一であった 「プランタン」の以下の ような広告(『青鞘』大正
2年12月 一大正3年 ・#g)を意識 しているせい もある。
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本稿はカフヱー(部分的に喫茶店 ・洋食店 ・バアも含む)と文芸との関わ りを主
題とするものの、カフヱー関連文献を網羅するわけでは全くないし、その必要もな
い。また、紙福の関係からカフヱーの総論 も意図しておらず、本題としては特定の
カフヱーに焦点を当てることになる。対象期間も、與謝野晶子が 「おもしろきCAFE
だに無き都にて友よ何をか語らんとする」(「灰色の日」『新聲』明治42年11月)と
詠んだカフヱー前史から、実質的なカフヱー元年(明治44年)を経て、カフヱーが
全盛期(昭和4-7年頃)を迎えるものの、当局の取り締まりを受けて行き詰まりを
迎え(昭和9年〉、カフヱー ・喫茶店が激減した昭和11年(二 ・二六事件の年)ま
でに限定する。対象地域 も、"目本の都會生活の檜舞毫"、"臼本中の人問の渇仰の的"、
"現代文化の象徴"
、"日本の中心"と しての"銀座時代"(安藤更生 『銀座細見』[春
陽堂、昭稲6年35-6)と特別視された銀座(周辺)に 限定し、伝統的大歓楽地の浅
草などは敢えて含めない。
引用文献は、原典、近代デジタルライブラ リー (国立国会図書館)、個人全集など
に拠ったが、註釈 。コメン トは最小限に止めた。引用に際 しては、旧字体(旧漢字 ・
変体仮名 ・合掌など)を原則として新字体に改めた。副題は、適宜省略した。ルビ
は、パラルビとした。補訂 ・補足は、[]で示した。漢数字は、差支えのない限り、
原則 としてアラビア数字に改めた。〈ページ〉(頁、p.麦)るいはpp.)自体の記載は
省き、数宇のみで記載 した。インターネット情報は言 うに及ばず、辞典 ・事典 ・年
表類からの引用については、既知事項であるため、出典を必ずしも明記 しない。新
聞記事の引用については、紙面の関係でレイアウトを已む無く変えた場合 もある。
戦前については(時代性を考慮 して)元号を基本的に使用し、戦後にっいては西贋
を基本的に使用した。
銀座(当時は東京市京橋区)のカフヱーやバアを描いた風俗小説には、広津和郎
「女給」(『婦人公論』昭和5年8月 一昭和7年2月)、永井荷風fつ ゆのあとさき」
(『中央公論』昭和6年10月)、武田麟太郎1銀座八丁」(『東京朝日薪闘』[夕刊]
昭和9年8月22β一10月20El)などがある。その中で、広津のベス トセラー小説
「女給」は曰くつきのもので、(文士)吉水薫のモデルが菊池寛だったため、中央公
論祉(『婦人公論』発行所)と菊池との問で細寺は告訴騒ぎにまで発展したものの和
解が成立、後に大阪の帝国キネマ(帝キネ)に よって映画化され、その主題歌 「女
給の唄」のレコー ド(西條八十 作詞、塩尻精八 作曲、羽衣歌子 歌唱[A面]、
二三吉 歌唱[B面])が、昭和6年1月 にビクターから発売され ヒッ トしている。
その冒頭に、女給の小夜子が銀座通 りで擦れ違った中学生達から 〔ありゃネコか
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い、 トラかい」 と言われる場面がある(『広津和郎金集』第5巻 沖 央公論社、1974
年]7-8)。銀座 にネコがいて も全 く不思議はないが、トラ も存在 していた とい うこと
になれ ば、不審に思 う人は多いはず である。因み に作者が 自ら註記 しているように、
"ネコは カ
ッフェエ ・黒猫 、 トラはカッフェエ ・タイガー の略"で 、銀座 ボーイの
間ではこの略称で通用 していたことを知れば、 この不審は自ずか ら氷解す るわけだ
が、実は タイガー(銀 座5丁 目西側[現在の7番 地8号])ば か りか、銀座通 り筋向
いの銀座511"HPtc側(現在 び)8番地1号 〉には、曾て ライオンまで存在 していた。
即ち、カフヱ 一ー 「ライ オン」である。(その他 、動物園張 りに、イー グル ・キ リン ・
ピイロ ック ・フォ ックスな どの動物名 を冠 したカフヱー も銀座には存在 し、そのこ
とがアン ドレイ・レイフエル トの漫画
33銀座(周辺)のロシア系カフヱーを中心にカフヱーと文芸
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でも講刺 されている。)
その カフヱー 「タイガー」 とカフヱー 「ライオンjは 、実は西條八十f当 世銀座
節」(昭和3年)に 次のよ うに詠み込 まれている。
東京銀座は
怖しどころ
虎と獅子とが酌に出る
みイちやん、はアちやん、上りだよ
う りすなさけ
注いだリキユールの薄 情
も し よ
例へ百夜を来ればとて
り　 ぎ 　
チツプニ十銭 ぢや惚れ はせぬ。
(『西條 八一{一全集』 第8巻[国 書刊行会、1992年]再版[2003年]10)
"虎"が 「タイガー」、`獅子"が 「ライ オン」 とい うわけだが、実は八十が 「当世
銀座節」を書いた時点では、両店の所在地は銀座5丁 目ではなく尾張町 妻丁 翼だ っ
た(銀 座5-8丁目の成立は昭和5年)。 なお、"みイ ちやん"・"はア ちやん"は 女給
の愛称、"リキユール"は 岡 じく西條 八十f東 京行進 曲」(昭湘4年)で お馴染み、
"百夜"は 深草少将の小野小町邸への百夜通いで有名
、"チツプ"は 当時の女給の生
活 の糧。 さすがに流行に敏感な八十な らではの手際だが、今後の行論にも関わるの
で、ここでカフヱーについての定義 と実態 を予め見ておくことにす る。
第1章 カフヱーの定義と実態
先ず幾つかの参考例を以下に引用する。
●木下杢太郎 「博士 と悪魔 と」(『詩歌』大正2年3月;『 木下杢太郎詩集』[第一一一書
房 、昭和5年])
博 士
ぱ あ
[中略]あちらでも酒緯
かふ え
いやこちらでも、またあすこで も茶騨一
([1"木下杢太郎全集』 第1巻[岩 波書店 、1950年]282>
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●大庭何公 「カフエー 〈下)」『ペンの踊』(大阪屋号書店、大正1◎年〉
私は敢てバー とカフエーとを混問しようと思ふものではない、が臼本化せ ら
れた此二つのものは、それ自身混同してゐるのだ。イヤニつ処ではない、バー
とカフエーとレス トランの三つが巴のや うに混一されてゐて、何の不思議もな
い有様である。西洋ではB、C、R此の三国の境界は甚だ明確で、カフエーとバ
ーとは飲むことを本則 とし、レス トランは食ふことを本位とする。そ して前二
者の区別は、バーが強いやら甘いやらの酒を主とするに対 して、カフエーは珈
瑳茶、麦酒および強い酒を飲ませる処と相場が定つてゐる。(1D
●広津和郎 『年月のあ しおと』(講談社、1963年)
この間二十代のタクシーの運転手君に、機 等はカッフェというものがどんなも
のだか解らないのですが、どんなものだったのですか」と訊かれて驚いたこと
がある。そんなにも早く時は変遷するものなのか。「そ うだね、今のキャバレー
やナイ トクラブの前身見たようなものかね」と私は答えて置いた。{
併しキャバレーやナイ トクラブの前身のような大仕掛けのカッフェがむやみ
に出現したのは、昭和年代に入ってからで、当時のカッフェは銀座の一、二の
例外を除けば、一一品洋食屋の延長のような小さなものであった。それでいて今
の喫茶店とは違い、サーヴィスの女たちは、客からのチップで生活しているの
である。(『広津粕郎全集』第12巻[中央公論社、1974年]214)
●小松崎
年)
茂(画)・ 平野威馬雄(文)『 懐 かしの銀座 ・浅草』(毎目新聞社、1977
ビヤホールが名を変えたカフェー とい う名称 は、本来な ら、今 日の喫茶店にあ
た るわけなのだが、 日本で発生 したカフェーの性格 は純然たるバーであった。
だれ もそ こへ行 ってコー ヒーだけを飲んで、帰 るわけではなかった。そんなケ
チな ことはダメだった。長い挟 をひるが えし、白いエプロンをかけた美 しい女
給 さんたちが、サー ビスをするのだか ら、ま さか、 コーヒー一杯 とい うわけに
はいかない。 どうしてもビールか、カクテルかウイスキー とい うことになる。
コー ヒーだけなら、町中に ころがってい るミル クホールか、カフェー ・パ ウリ
スタへ行 けばよかった。(208)
●平野威馬雄『銀座物卜 街角の うた一 』(日本コンサルタント・グループ、1983
年)
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当時、カフェー的なものには、は じめか ら三種あ り、パウ リス タのよ うに、
コー ヒー、紅茶、 カレー ライスなど酒類ぬ きの、のみ ものや菓子だけをひ さぐ
め ぢ 　
店 と、白いエプロンに長いた もとをひるがえ した美 しい女給 さんのサー ビスを
うけながら、 ビールや カクテール、 ウィスキー をたの しむ とい うバー形式の も
の、それか ら、純然 たる ミル クホール……(76)
●初田亨『カフェーと喫茶店一 モダン都市のたまり場叫 』INAX
1993年〉
AI.BLTIYfl8(INAX、
カフェーはフランス語で[cafe]と書 く.コ ・一ヒー店の意味を もつ用語で,
目本の喫茶店 に通 じるが,銭 本で使 われ るカフェー と喫茶店は,必 ず しも同 じ
意味をもっていない.貨 本では,カ フェーは女給をおいて,洋 食や,洋 酒およ
びビールな どをサー ビスする飲食店 の意味に用い られてきた.同 じよ うな店に
9バ・一一」「サロン」といった名 称を もつ飲食店 もあるが,こ れ らの営業内容が明
確に区別 されていたわけではなく,混 同 して用い られていた.一 方喫茶店は,
時にアル コールのサー ビス もす るが,椅 子やテーブルを備 えた空間 とともに,
訟一 ヒー,紅 茶,ジ ュー スや,パ ン,ケ ーキなどの軽い飲食物を提供する店 を
さす用語に用い られ てきた.カ フェーに女給はつきものであったが,喫 茶店で
は女給が店 の中心的な役割 を果た してはいない.つ まり,女 給がいてサー ビス
を し,アル コールを出す ところがカフェーで,ア ル コール を中心 としない所が
喫茶店 として認識 されてきたのである.(5)
昭和8年(1933>1月には警視庁によって 「特殊飲食店営業取締規則1が 定めら
れている[中略].ここで言う特殊飲食店とは,洋風(イス,テーブル)の設備を
もった店で,婦女が客席で接待する料理屋,飲食店のことで,普通飲食店との
違いは,女給が接待をするかしないかという点にあった.沖 略]当時の喫茶店
には,特殊飲食店のものと普通飲食店の2種類の営業内容をもつものがあった
ことがわかる.これらの内容から判断すれば,カフェーの多くが特殊飲食店に
入り,喫茶店の多くが普通飲食店に入ると考えてよいだろう.特殊飲食店と普
通飲食店に分けて統計をとり始めた翌昭和9年(1934)と14年(1939),15年
(1940>こそ前年よりいくらか減っているものの,特殊飲食店と普通飲食店を合
計した喫茶店の数で比べると,喫茶店はその後も増え続けており,昭和13年
(玉938)には3307店を記録 している.この数は,関東大震災の前年である大正
Il年(1922),の100倍以上にもなる.
昭和8年以前の特殊飲食店と普通飲食店の喫茶店の数は不明だが,昭和8年
以降でみれば,特殊飲食店の喫茶店の数が減っているのに対して,普通飲食店
の喫茶店の数が増えていることもわかる.昭和8年では特殊飲食店の喫茶店の
数が1701に対して,普通飲食店の喫茶店が900と,特殊飲食店の喫茶店の方が
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約1.9倍と多かったのに対 して,昭和15年では特殊飲食店の喫茶店が1129に対
して,普 通飲 食店の喫茶店が1738と,逆に普通飲食店の喫茶店の方が約1.54
倍 と多くな ってい る.そ れぞれの数値 を9カ フェー」 とf喫 茶店」 と読みかえ
れば,昭 柏8年 以降も喫茶店は増え続けていたのに対 して,カ フェ'一の方は減
る傾 向にあった ことがわかる.(10)
先の特殊飲 食店 と普通飲食店の違 いを併せ て考えれ ば,女 給がいてアルコール
と食事 を中心にサー ビスしていたのがカフェーで,ア ルコールではな く,コ ー
ヒー,牛 乳,菓 子,し る粉,そ して食事な どを女性のサー ビスな く提供 してい
たのが喫茶店 といえよ う.な お昭和8年(1933)に発行 され た,昭 湘6年(19.31)
の統計か らカフェー と喫茶店 の実態 をみてきたが,同 じよ うな傾 向は昭和2年
(1927>調査(本 の発行 は4年)の 『東京市商工名鑑』や13年(1938)の『東京商
工名簿』で も窺える.(31)
昭和の初めには,喫茶店は友達と語らう場,休むことのできる場,大衆的な社交
場として利用されていたのである,昭粕初期は,カ フェーが都市の中に歓楽地
として楽しい場をつくりだしていった一方で,喫茶店は気軽に訪れることので
きる都市の中の"た まり場"と して認識されていったのである,カフェーと喫
茶店は,大正時代の初め頃から別々な道を歩みはじめ,関東大震災後にはその
違いを明確なものにしているが,と もに都市生活に欠くことのできない場に成
長 している.(40)
これで見ると、喫茶店(飲 み もの中心)、カフヱー(レ ス トラン兼用で飲 食 ・酒類 中
心、女給 が特色)、バー(酒 類 中心)と い う3区 分ができるよ うである。
第2章 カフヱ 一ーの起源と変遷
本稿は別に銀座カフヱー史を描くつもりではないが、カフヱーの起源 と変遷につ
いて最小限の記述をしておくことは必要であろう。そこで2つの参考例を以下に引
用する。
●中央職業紹介事務局(編)『東京大阪両市に於ける職業婦人調査 女給』(中央職
業紹介事務局、大正15年)
始めてカフヱーの出来たのは明治四十四年に東京市京橋区銀座通 りに東京美
術学校出身の洋画家松山省三氏がプランタンと云ふカフヱーを開業 したに創ま
ると云ふことである。さうして間もなくパウリスタ、ライオン、ブラジル等の
カフヱーが開店したのであるが当時の市民の大部分はカフヱーの何たるかを知
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らなかったのでプランタンなどでは最初の聞は出入の顧客も特定されてゐて洋
画家や著述家、思想家 とでも云ふやうな所謂新しい人達の集所の様なもので、
主としてコーヒーを喫 し、ウヰスキーを岬つて談り合つて居つたものである。
丁度農…村の青年達の寄合場所である髪床やの役冒をつとめてゐたのであった。
それが此等の人達の縛となり小説 となつて漸次 一般に紹介され理解を得て、
やれウーロン茶の香が何 うの、カステーラの感触が彼 うの、五色の酒は何 うの、
カフヱー情調はと非常な勢を以てカフヱーの流行となり、其設備等は他の飲食
店に迄影響したのであった、それもこ㌧五六年此方のことで関東大震災を以て
一新紀元を劃 したのである、沖 略]汁粉屋までが、一躍椅子、テーブルにニツ
ケル製の丸盆と変 り、束髪の娘さんが白いエプロン姿で立働 く状態 となつたこ
とは、行燈がランプとなりガス、電燈 と進歩したと変りはない。(164-65)
●東京都中央区役所(編)li"中央区史』下巻(東京都中央区役所、1958年)
大正初年には、第…次大戦が起 り経済的に漁夫の利を占めた日本は空前の好景
気にあおられた。市内の繁華街が好況に刺戟され、歓楽気分を反映した享楽街
としての性格を濃化せ しめる事となった。大衆のフトコロが予想外に恵まれる
と、彼等は洋風 ・高級を標榜し、高尚とスマー トをモッ トー とする銀座に集ま
り、しかも誰れ彼れの区別なく一切平等の歓待をうけたことは、やがて銀座の
高級性を破壊 し、高尚を無視するようになつたものといわねばならない。少く
もこれがために、銀座が大衆性を帯びたことは争えない事実である。[中略1
この高級性が失われ、代つて銀座がその全貌 として大衆化したことは、その
一面において銀座を著しく繁昌させ、しかも大歓楽境の形成を促進 させたこと
は何人も否定しえない事実である。そして大歓楽境形成の渦中にあつたのがカ
フェーである。大正好況時代の市民はとかく豪奢に走り、その結果 として、い
たずらに末梢神経の発達をうながし、断然食味的な欲求を捨てて、感覚的に、
猟奇的にきつい刺戟を欲する以外、何ものの欲求もなくなつた。勢い享楽気分
がカフェー興隆に拍車をかけ、しかもカフェーが食事をする場所であるよりも、
むしろ女給のサービスを中心とする享楽の場であることに、大衆が期せず して
共鳴したのである。後年におけるカフェーの流行にはこうした蓋然性がすでに
この頃めばえていたのである。(985-86)
この後、カフヱーは全盛期(昭 和4-7年頃)を 迎える。即 ち、由利 貞三が 『新東京
歌集』(白帝書房 、昭和5年)で 言 う 「かふえい文化」(184)、松綺 天民が 『東京食
べある記』(誠文堂、昭和6年)で 言 う 肋 フエー時代」(32)、村島帰之 『弊婁カ フ
エ 一ー』(文化生活研究会、昭和4年)の 改題が示す 『カフヱー時代』(アポ ロ社、昭
和6年)で ある。ところが、昭和8年 には内務省にカフヱー駆逐方針を発表 され て、
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昭和9年 には行き詰まりを迎え、昭和10年には世間の白眼視的評緬を改めさせるべ
くfみどり会」(女給品位向上会)・「女給学校」が設立されるものの、昭和11年(二・
二六事件の年)に は銀座のカフヱー ・喫茶店が36軒にまで減少している。
第3章 銀座のカフヱーと文芸関係者
銀座のカフヱーと文芸関係者の概論については、前記の安藤 線 座細見』が便利
であろう。
濁歩に 「号外」といふ短篇がある。あの酒場正宗ホールは、實は銀座の加六
を描いたものだが、あの中へ出て来る人々、あれが元来の銀座の客である。銀
座のカフエは文士がはじめたのだ。たしかに銀座のカフエはカフエ リテ レエル
として出発 したのだ。従つて当初の客は文士と新聞記者が主だつた。カフエは
奔放な思想 と、清新な空気を求めて止まなかつた明治末期の文人が創始 し、支
持 したものだった。岩野泡鳴、永井荷風、押川春浪、小山内薫、吉井勇、松山
省三、中澤臨川、生田葵、平岡権八郎、岡田三郎助、尾竹紅吉、松崎天民等の
名は 臼本カフエ史上に記憶さるべきである。
それは何となく垢ぬけのした、っ 温ましやかな美を持つた、中産階級的な、
自由主義的な世界だつた。そこで最も大切にされたのは會話で、その次は酒だ
った。女給は、勿諭女給は美しかつたが、それはほんとにつ ＼ましく酒間を斡
旋するだけだつた。恋も芽生え、涙もあつたけれど、それは美しく整理 された、
目立たぬ点景であった。凡てが一定の趣味を持つてゐて、誰も無作法にそれを
冒す者はなかつた。今のや うに彩つた空気でなく、輝 く空気が流れてゐた。
ガス燦々たる日吉町[9プランタン」所在地]の宵、如何に生命と文学が論じ
られたことか。獅子叫ぶライオンの夜、ビールは青春の歌と共に溢れたのであ
る。
柳、柳、瓦斯、柳、柳、瓦斯、柳、柳、あ ㌧纏々たる梛枝、雨と共に靡びき、
吾妻下駄鋸然として金春薪道[「きゆうぺる」所在地1に鳴ったのであった。当
時京童の戯詩に曰く、
銀座の細雨軽塵を湿す
電車チンチン柳色新なり
君に勧むライオン…杯の酒
東新橋を出つればカフエなからん。
この空気は大正 も十年を過 ぐる頃から次第に俗化し出したが、大震災を境と
しては俄然一変した。客は一斉に銀座へ殺倒したのである。そして、災後のあ
の急椿へのバラクの安ツボさは何となく安會社員の気持を安易にさせ、今まで
は自分等のよりつけない様な場所だと考へてゐたのが、一つ這入つてみようと
いふ気を起させた。それから銀座の俗化がはじまつた、銀座のカフエは全くこ
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れ等田舎者に占領されて、 トンカツ屋、牛肉屋 と化し玄つたのである。意気も
旨好もケシ飛んでしまつた。彼等が求めるのは機智ある會話でもない。輝き揺
めく空気でもない。實に、 第一に女、第二二に女、第三に女、そして、酒?、
酒はビールで澤山だ。腹が空いたら、象のやうな胃の臆は トンカツが一番さ。
會話?そ んなものは中学校で習つたとでも云ふだらう。
だから、むかし乍らの室気や品格を維持しようといふカフエは一斉に凋落し
た。プランタンは今 日その設備から云つても、客から云つても二流以下に落ち
てしまつた。ライオンは白髪染の剥か 』つた老婆のや うだ,云ひ知れぬ混乱が
銀座の上へ降 りか』つて来た。この形勢を看取 したのがタイガーである。彼は
この客の趣婦に適ふために先づ女を集めた。そして、女は極めて自由に客に接
近 した。厚い化粧をした女が、熱い息を吹き乍ら客にしな垂れか』ることは、
銀座ではタイガーが始めたのだ,,酒と云へば素性も知れないベソをかいたやう
なパアテンダアが注いでよこす。ビールはユニオンピール。それでも客はワン
サと押し寄せたものだ。否、第一次銀座カフエの指導者なる永井荷風先生さへ
やにきが
も毎晩 こ ㌧へ来ては脂下つてゐた もの である。
つ ゴいて クロネコ、 ゴン ドラ、エ ロとグロとの乱舞だ。毎 段毎晩女ばか りを
目当てにカフヱ通ひす るや うな二本棒 に銀座 は全 く躁躍 されて しまったのだ。
(200-03)
この後、安藤は"千 九百三十年代の銀座カフエにはどんな客がゐ るか?～ 寸娩い
てみよ うではないか。"(203)として鰯々の文士 を取 り上げ る。 その人名 一覧は
永井荷風、吉井勇、村松正俊、辻潤、長岡義夫、廣津和郎、酒井虞人、田島
淳、室伏高信、松崎天民、瀬戸英一、高田保、近藤経 …、西村酔香、中村武羅
夫、山内義雄、岡田三郎、古川緑波、三上於菟吉、安藤盛、宮川曼魚など何時
も変らず銀座界隈のカフエを歩るいてゐる連中である。(204)
といった具合だが、(文士以外の銀座常連客を含む)各論が面白いので、以下に適宜
摘録する。
[永井荷風]
永井荷風老先生は、何しろプラ[ン]タンの草分け時代からお客で、今に変ら
ず銀座を歩るき廻つてゐる。嘗てプランタン楼上で酔った押川春浪に殴られた
事件は当時知らぬ者 もなかつたが、近頃はそれ も知つてゐる者は稀であらう。
一一時は偏奇館上に隠逸の生活を送つてゐたが、五十の聲を聞き出す頃から又そ
ろ銀座へ現れて愛慾戦線に馬を進めてゐる。タイガアにお久ありし頃はきまつ
て表の梯子段の取付きのボツクスに長身白暫の姿を見ぬ夜 とてはなかつた。そ
のお久が後に偏奇館の梵上に胡坐をかいて、日本文学全集の印税二萬圓スツパ
リ渡 してしまひな、とか侮とか勢ひのい＼啖呵を切つたとか。それはさて措き
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この 資本文学全集とタイガアが聯関してもう一度我が壮吉大人にひどく崇つた
ことがあった。
沖 略]
或る晩、辻潤は酔つてゐた。室伏高信 も一緒だつた。こ二人がタイガアの二階
へ上って来た。荷風氏はいつもの通りお久をはじめ多くの美女給に取り巻かれ
て、例のボツクスに納つてゐるところだつた。平生は好々爺然たる辻潤も、曲
つたことは毛筋ほども我慢がならぬ、本場争ひなら誰でもやって来いといふチ
ヤキチヤキの江戸ツ子だ。彼のカンシヤク玉は俄然バク発してしまった。イキ
ナ リ荷風子のテーブルへ行つて曰く、
「てめえ、何時社會主義者になつたんだ」
荷風子少々面喰つて
「イヤその話[荷風が山本實彦の改造祉を共産主義系と決めつけて、その圓本
初期時代の画期的な 『現代日本文学全集』に 『永井荷風集』を含めることを拒
否する旨の声明を 『時事新報』紙上に発表 していたにもかかわらず、水面下で
は密かに何万といふ額の印税を受け取り、ガ永井荷風集』出版の許諾を与えてい
たこと]ならあとでプランタンへ行ってよく話しませ う]とか何とか逃げを打つ
のを聞かばこそ、お久なぞが出て来てとり倣さうとするのを…蹴 して、散々タ
ンカを切った揚句が、
し　 　　
「いつたいてめえなんざあ江ツ戸子だなんてぬかすが、さうちやあるめえ、
大方名古屋種だらう」
くつ む の ぐ　
闘くならく、荷風先生の考は緯匡温、久一郎 と称す。尾張の人な り。と。
愛給一 変な言葉だが、愛妓でもなし.愛娼でもないから仮 りにかう呼んで
置か うか一一の前で罵られた荷風小史一寸気の毒でもあるが、この出入りどう
考へても荷風氏の方に分は無ささうだ。
お久事件以後、荷風氏はあまりタイガアへ現れなくなつたが、近頃はサロン
春、ゴン ドラあた りへ愛陣を張つてゐるらしい。(204-07)
[酒井眞人]
お久の話にはどうしても…と役買つて出なければならないのは酒井眞人であ
る。お久そのかみライオンに現れて、色槌せた銘仙の着物か何かで、誰にも認
められず、うら淋 しげにセルヴイルしてゐた頃、これにひそかに思ひを寄せた
のが、高輪中学校教論酒井眞人だつたのだから、お久も知己の恩に感じてもい 》
わけだ。彼れ眞人、酔へばバネ仕掛のオモチヤみたいに暴れ廻るくせに、事ひ
とたびお久の事になるとからイクヂ無 く、飴をおみやげに買つて来て、ひそか
に長岡義夫に頼んで渡したりなんかしたものた。アメルといふ言葉がそれから
一時友達の間に流行した。文藝雑誌のゴシツプなぞを見ると翼人は酒客 といふ
ことになつてゐるが、名字ばかり酒に関係があつても、彼のアル=オルに対す
る力は極めて微弱で、生ビールを二杯 も飲むと直ぐに大きな聲でも出さうとい
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ふ方だ。だから知らない人がみるとさも大酒を飲むやうに見えるのだ。彼は酒
客といふよりも酔客と云った方が正しい。
沖 略]ところでこの酒井眞人どうしたものか、お久には餓り芳しい成績を挙
げなかったらしい。彼だって震災前にはウーロン茶で大いに艶聞を謳はれたも
のだが、不思議にお久とはウマが合はなかったらしい。お久がライオンをやめ
てタイガアへ行くと、彼もタイガアの常連になった。お久がクロネコへ行くと、
彼 もクロネコの常連になつた。[中略]
お久に連開しては、脚本家の瀬戸英一氏や、音楽家近藤柏次郎氏を思ひ出す。
二人ともよくお久のところへ通つた。両氏とも此頃はあんまり銀座に姿を現さ
ない。(207-09)
[広津湘郎]
慶津和郎氏も銀座には縁の深い人である。氏の今の夫人[(旧姓)松沢はま、
大正12年に知 り合っていた]はた しかその昔ライオンに居たことのある人だと
思ふ。地震前にはよく京橋向ふのキタニホンに通った。其処の女給 「西野さん」
も廣津氏の情史中何頁かを占める一人である。廣津氏はカフエへ来ても酒を飲
まない。嘗て氏はその小説 「小さい自縛車」の中でその心境を書いたことがあ
る。いまその一節を抄出する。
自分は[中略]新橋から銀座のカフエを、片つばしから歴訪して歩いてゐるの
だつた。[中略]銀座の表通りのカフエは夜の一トー 時頃になると一斉に店を閉
ぢてしまふが、裏通りには、十二時になつても一弔寺になつても、店を開いて
ゐるカフエが何軒かある。自分はいつの間にか、さうしたカフエの店をしま
ふ時間をすっかり覚えてしまつた。實際、さうしたカフエの時間表が自分の
心に出来上つてしまつたと云つても、誇張ではない。
自分は一軒のカフエが閉めか』ると、他の店に行き、そのカフエが閉めか ＼
ると又他の店に行く。 さうして歩いてゐると、午前一時半か二時頃までは、
何とか腰をかけてゐられる店があるものである。腰かけてぼんや りしてゐる
と、方々のテーブルの上の電燈がだん〉 に消えて行 く。ウエ トレスがそこら
を片づけ始めて。テーブルの上に椅子をさかさに載せ始める。そ して総ての
テーブルの上に椅子がさかさに載 り、自分の腰かけてゐるところの上以外の
総ての電燈が消えてしまった時分になつて、やつと立上る。
[中略]
廣津氏はカフエの苦労人だ。この人にして 「女給」の作あり。た しかに現代
銀座に働 く女給の全貌を描破 してゐる。一 別に 「女給」が小説 として、名篇
だと云つてゐるのではない。(209-11)
[菊池寛]
菊池寛は一時タイガアへよく来て、到頭例の小説 「女給」事件などを惹き起
したが、彼の遊び振 りは全くあの 「女給jを見れば澤山だ。などといふとまた
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殴られるかも知れないが、ついでに 「女給」の話を一寸書く。元来廣津氏はあ
の小説を書くに就いて、モデルはとし子を使ふつ もりはなく、その頃朱雀に居、
以前はライオンに居てお秋と名乗り、今はサロン春に○○と呼ばれて居る女を
書くつもりだつたのらしいが、それが急にとし子の方を書くことになつたのだ
と傳へられる。菊池寛は近頃毎晩サロン春に現れる。その一晩に使ふ金は五十
金を下るまい。毎晩小つちやなハンチングを冠つて秋子、ナ＼子等を相手にポ
ツクスへ納つて居る。彼の財布はべラ捧にでかい。(21H2)
[村松正俊]
村松正俊の銀座生活 も長い。大方二十年になるだらう。フランスから帰って
からはダンスに熱心になつて鯨 り銀座へは規れなくなつた。彼はライオン党で
ある。一時は一'日に八遍も来たといふから随分な凝 り方だ。彼の銀座情史もラ
イオンを中心に拡がつて居る。[中略1
彼の銀座情史中のクライマツクスはライオンの綾子 とのそれだらう。綾子当
時は角のナンバアワンで天勝好みの美貌は大いに銀ブラ連の血を湧かしたが、
村松正俊もその騎士の一人で、或時は彼女と散歩をしながらも、その気持の遣
る瀬なさに二人で圓タクに乗つて…日に六十圓も乗り廻 したといふ。(212)
[室伏高信]
室伏高信もよくカフエを歩く。彼の本拠は一一時はライオンだつたが、後タイ
ガアへ遷つた。銀友連は彼を略称 してパパといふ。批評社を経営 して居た頃は、
毎晩銀座で彼を中心にした饗宴が開かれた。近頃は大岡山あたりへ隠棲 して鹸
り出て来ない。(212-13)
脹 岡義夫]
長岡義夫は酒量は多くないが、類ひ稀なる愛酒家である。彼の最も行くのは
タイガア、ライオンで、近頃はゴン ドラへ も行くらしい。彼は酒を飲み、女給
と仲好しになるが、決して惚れない。(213)
〔尾崎士郎]
尾綺士郎は鹸 り銀座は歩るかない。彼の今の夫人清子さんはライオンで得た
のだけれど、それは全くふとしたことなので、彼が時事新報へ 「世紀の夜」を
書いて居た時分、ふとライオンへ這入つて、其頃二代目の綾子を名乗つてゐた
清子さんを見て、断然好きになつてしまつたのである。それから毎晩彼はライ
オンへ現れて、それから一ケ月程の後には既に恋の勝利者であつた。(213)
[原桂一郎]
故原首相の嗣子文名原桂～郎もよくライオンへ現れた。彼は酒を飲まない、,
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紅茶を飲むだけで六時間位頑張つて居るのだから偉ひものだ。(214)
[安田與四郎]
文士ではないが、経済雑誌 「ダイヤモンドj安田輿四郎氏はよくライオンへ
来てウヰスキイを飲んで居たが、近頃はサロン春へ現れて居る。「何故ライオン
へ行かないんです?」 と云ふ と、「イヤ、あすこはパンヤになつたから。私は酒
飲みで、パンヤに用はないのです」などと云つて居る。不知美人なき酒場と、
美人あるパン屋と、氏は果 して何れを選むやを。(214)
〔スポーツマン]
銀座カフエの客には不思議にスポーツマンが眼立つ。ラグビー、柔道、相撲[、〕
野球等の選手が一つのグループをなして居る。これは古く押川春浪、阿武天風
などの天狗連がプランタン辺 りでメエ トルを上げた鯨波なのかも知れない。
明大先輩の加藤隆生、慶慮の浅見、早稲田の山中、明治の倉田など大将株で
ある。～方銀座カフエの治安 く?)はこれら運動選手の實力によつて保たれて
居ることは否み難い。實際銀座のカフエには下らない不良少年は勘い。これは
か 」るスポーツマンの横行に敵対し難いからであらう。その代 り時にはそのス
ポーツマン自身が悪化 して困る時などもあるが。(214-15)
[小唄幸兵衛]
このほか銀座のカフエには、これはと思ふや うな人々が居る。例へば近頃ラ
ヂオに断然進出して居る小唄の師匠小唄幸兵衛の如きも大のカフエ通で、白頭
を驕してタイガア、松月あたりを游犬 して居る。幸兵衛が唄の常に茜套に堕せ
ずして新色あるは故あるかなと思はれる。(216)
これで見ると、女給が銀座カフヱー常連客(銀友連)の嗜好を左右 した場合もある
こん
ことは確かだが、それ だけで常連客の嗜好を説明で きるわけではない。今 和次郎
(編纂代表)『新版大東京案内』(中央公論社、昭和4年)に 記 されている通 り、"酒
に酔ふ為めに、苦境 を脱れ る為めに[、〕一人で考へ ない為めに、友情を暖 めるため
に"(154)もカフヱーは必要であった。また、アンケー ト回答集 「灘幣縦筆 自動 車ゴ
と 「活動篇眞1と 「カフェー」の印象」(1=中央公論』大正7年9月)の 中で久保 田万太
郎が記 している通 り、"人を待合せ るためと、中途半端 な時間をつぶすため"σ説苑」
欄92)にもカフヱ 一ーは必要であ った。また、西脇順 三郎 「MemoryandVision〈3)」
(『英語青年』1952年2月)・「丸善の思出」(『学鐙』1969年1月)に見 られ るよ う
に、神 田の古本屋や 日本橋 の丸善で買った本 を、帰 りがけにfパ ウリスタ」で余 り
甘 くない コーヒーを飲みながら得意 気に拡 げて見るよ うな学生に もカフヱーは必要
であった(『西脇順三郎全集』第10巻[筑摩書房、1972年]第2版[1983年]19、624)。
また、平塚 らいて う等の雑誌 『青鞘』が 「プランタン」(創業期のマネー ジャー は、
極めて興味深い ことに、後に共産主義者 となる近藤栄蔵だった)の 広告を載せたよ
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うに、婦人運動関係者にとってもカフヱー(の広告収入)は 必要であった。また、
大杉栄の帰朝歓迎会(大正12年7月28日、伊藤野枝 ・秋田雨雀らが出席)や藤森
成吉の会(大正14年6月20B、堺利彦 ・石川三四郎 ・白柳秀湖 ・秋田雨雀ジ)が出
席)が 「パウリスタ」で開かれた り、第1次 共産党事件(大正12年6月5El)で
の検挙直前、佐野学が臼本を脱出 してロシアへ入国した際に神楽坂方面のカフヱー
で尾行を見事に撒いたように、社会運動関係者にとってもカフヱーは必要であった。
つまり普選に象徴される大衆化時代の到来と共に、カフヱーは誰にも開かれた歓楽
境"一 っの遊離されたユー トピア"(小林儀三郎 『コンマーシャルガイ ド』[コ
ンマーシャルガイ ド社、昭和5年]183)一になったわけである。
ここで一つの問題に遭遇する。例えば大カフヱー通の荷風の場合、「タイガー」(荷
風の表記では 「タイガ」・汰 牙」・「太講」・「太語楼D偏 愛は余りにも有名だが、(昭
和ll年までの荷風目記に登場するカフヱー類を統計的に見た場合)その他にもfオ
ぱん さ
リムピツク」・fきゆ うぺ る」・「萬茶亭」・「モナ ミ」・「ライ ンゴル ド」などは偏愛 し
ていた と言 える。 しか し 「コmン バン」・「ゴン ドラ」・「サ ロン春」・「プランタン」・
「ライオン」な どは、(愛好 していた とは言 え)偏愛 していた とは言い難い。まして、
「エ スキーモ」・「キ リン」・「クロネ コ」・「パ ウリスタG・「バツカス」 などは、む し
ろ好まなかった。"永井荷風 とか小 山内薫 とかい うよ うなハイカラな大人 は"、「パ ウ
リスタ]"へは姿を見せなかった"と 小島政二郎 も 「奥野信太郎」(『小説新潮 』1966
年3-6月)で 記 している(『なつか しい顔』[鶴書房 、1967年]38)。この差は何 に起
因す るのかと言 えば、その答えは次の2つ の参考例によって与 えられ るであろ う。
●中央職業紹介事務局(編)『東京大阪両市に於ける職業婦人調査 女給』(既出)
顧客の種類を大膿学生、勤人、商人の三つに分けると、カフヱーも亦:之等の三
つの何れかの 『向き』と云ふ様にも云はれること玉なる。今二三の實情を例記
してみると
緑に黄や白色光の眩い電燈の下では青年紳士がシヤンパンやコクテールの
杯を挙げてゐる……中央の蓄=音機毫からはフオツクスツロツ トのダンシン
グミユージツクが静かに響き初めた……青い絹の衝立を距て ㌧ウエイ トレ
スとお客が相擁iしてダンスの姿勢をとつた……。
蔭欝な青電燈の淡い光りの下ではビロー ド服の長髪青年が紅茶々碗の飲み
残りを見つめて深い思ひに沈でゐる……傍には黒塗 りのピアノは重苦 しい
色を照 り返へ してゐる……。
ラヂオや蓄音機の騒々しさを外に若い金釦の学生が女給と丸テーブルを囲
んで囁いてゐる……傍では女給と鳥打帽の学生が 「都の西北」を唄つてゐる、
其横では赤 ら顔の中年男が熱燗をチビリ〉 と女給を相手に管を捲いてゐる
　 　 　 　 じ 　
む
と云ふ様に店の空気が違ひ、此等全部を総括してカフヱー情調と云はれてゐて、
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此等の気分も夜の九時十時十一時と時の遜ぐるに従つて次第に濃厚の度を加へ
て行くものと云はれてゐる。画家は縛に、文士は単行本や新聞雑誌 と縦横の描
篤に各人濁特の妙筆を振つてゐる。尚店に依つては女給全部が一様にお客が一
寸した首いことを云はふものなら 「妾光栄だわ」、とか云つた言葉を連発する、
之れに反 して何と云つても 「ハイ」以外の言葉を一切用ひないで唯ニコ〉 とし
てゐるのもある、客用の椅子には…切腰を掛けぬもの、ナフキンを必ず左の腕
に掛けてゐるもの等多種多様な言語、動作は女給の服装と内部の施設と相倹っ
て其店の中に…つの統一された空気を漂 してゐる。
さうしてそれが又其店の空気にピツタリと調和 されてゐるや うでゐる。
又お客の中に時々蒲田の人気女優が紅茶飲みに来ると云ふや うなことがある
と、其の噂が次から次と傳はって其の女優見たさに押しかける新規の客が雲集
する、ために其店の人気が際立つて引立つ と同時に、情調気分は～夜の中に変
つてしまつて、店の気分と云ふよりも、其お客たる女優を取巻いた情調 と云つ
た方が当つてゐる結果となるのである。
又之れに反して人相の悪い、一見憎悪の感を起させる服装をした不良の徒が、
　　
いつも片偶のテーブルを占領 して、紅茶一杯で二時間の鯨も据り込み、出入の
客を一々ヂロリ〉 と眺めてゐると云った店は、いつとはなしに感 じの悪い陰欝
な店と云ふことになつて次第〉 に客足が遠 ざかつて行 く。
右の様にカフヱー情調はお客の種類に依つて其過半の気分を左右されると同
時に此客種が亦其店の盛衰に至大な原因をなしてゐる。(169-7D
●前田 一一『績サラリーマン物語』(東洋経済[新報]出版部、昭和3年)
おのつか
しかし忘れてならぬことは、ライオンには 自 らライオンの空気があり、タ
イガーにはタイガーの色彩があることである。
虎とか、癖ネとか、こんな猛獣狩をやってゐるときの心持と、熟癒 とか、 き
ウ夫とかいふ動物狩 りをやつてゐるときとは、お省から気分の持ちや うにも変化
　
　えぞ 　
がなけ らねばならぬ。いやその変った気分は、こちらよりも向ふの方で、ち
やんと醗酵 してくれるから、それに抵抗せぬだけの量見さへあればそれでよろ
しい。
斯くの如 く、その各々に一つの特有なる、情調 と、気分とを感得するのは、
謂ふまでもなく、そのカフエーの施政方針の相違によるものであつて、客と、
女給 との触れ合ふ感触から醸成される一つのムー ドが、おのがじしすべてのカ
フエーを特徴づけて居るものである。
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カフエー、クロネコが、不思議 な湯呑、クロネコ焼 を発費 して、「招 き猫」の
寸法で、客 を引き込ま うとするに対 し、カ フエーパ ツカスが 「酒の禮讃」を看
板 に、パツカスの歌を謡ひ出 した ところは、一寸思ひ付きであら う。
斯ふ して、思ひ〉 の気分を、明るい、又は薄暗 い、部屋 一杯 に漂は さうとす
る。
ビールの酔一一 日本酒の酔一一カ クテールの酔 一一酔心地はいろ 〉 異つて
ゐ る。 自分の好 きな酔心地にな りたいのは人情、そ こに所謂 け アン」が現は
れ、 「地廻 り」が出没 し、 「定連」が出来 るといふ ものであ る。
パツカス お前の
心配苦労が
飲め 飲め 飲め
世界が 廻る程
酒!酒!
パツカス お前の
心身 すべてが
飲め 飲め 飲め
世界の 笑ふ程
酒!酒!
パツカス お前の
しんそこ
飲め 飲め 飲め
世界の 踊る程
酒!酒!
酒樽に
ドンブラ訟
飲め
酒!
酒の香に
ノンビリ灘
飲め
酒!
酒盃に
元気が リンリンコ
飲め
酒!〈153-56)
つまりは各々のカフヱーに"一つの特有なる、情調 と、気分"が あり、それは"そ
のカフエーの施政方針の相違によるもの"とい うわけだが、普通なら 〈経営方針〉
と言うべき処を 〈施政方針〉 と言っている処が興味深い。前記のように、日本にお
けるカフヱーの起源は([可否茶館」・「台湾喫茶店」のような前史を除けば)文芸喫
茶店 「プランタン」とするのが普通であるが、"日露戦争後、明治の時代が熟 して来
た時分、新闘の論調がフランスの政治運励が多くはカフエーに寄る青年の口から導
火線を起すことが有意義であるとし、日本にも各方面が打ち融け合ふカフエーの必
要があると唱導したのが、今 日のカフエー時代の遠因である"(小林182)とい う
解釈もあり、この解釈に立てば 〈施政方針〉 とい う政治用語も似つかわしくなる。
そしてカフヱーと政治 との密接な関係を見事に戯画化したのが岡本一平であり、(田
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中義一政友会内閣の後継 として)〈浜ロライオン〉の練名と緊縮政策で知られる浜口
雄幸民政党内閣が昭和4年7月2臼 に成立した際に岡本が描いた 「カッフエライオ
ン女給の勢そろひ」
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(『東京朝 日新聞』昭和4年7月3臼[朝刊]3)
は、ライオンに両義性を持たせた珍重すべき例 と言える。
そ して、この昭和4年 そもそも西條八十の銀座歌謡が流行した年、またカフ
ヱー基本文献の一一つである村島帰之 『鷺のカフエー』が出版された年、また政治的に
は政界疑獄が多く、共産党員の全国的大検挙(四 ・一六事件)も生じた年 は、
こん
カフヱーの最盛期に当っていた。前記の今 『新版大東京案内』には、次のような記
述がある。
世間の日に増す不景気に反比例して、最近の市内外に於けるカフエー、バー
の膨脹ぶりは實際驚くばかりである。こ』僅か一二年の問に、銀座にも浅草に
ご　 　くつ
も神田 、 にも新宿にも、目まぐるしい程な快速力でカフエーやバーが殖えて
来て、カフエーは六千百八十七軒、バーは千三百四十五軒 といふ警視庁の統計
(昭湘四年八月現在)は今や正にカフエーの黄金時代を物語ってゐる。カフエ
ーの洪水!し かもそこに働いてゐる女給は、カフエー一萬三千八百四十九人、
バー千七百十人を算へ、これらの大部分が客のチツプを唯一一の収人として街頭
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に戦つてゐるのである。銀座 だけで さ'＼女給は千六百八十人 もゐ る。だか ら、
た とへ 千手千足の姿であつて も、容易に これ らのカフエー を廻 り切 ることは出
来ない し、まして女給の顔 を一一々 覚 えるな どは、思ひ も寄 らぬ ところである。
(153--54)
どのような人物(特 に文芸関係者)が どのようなカフヱーを好んだかの一端は前記
の安藤『銀座細見』の記述からも窺えるし、池田弥三郎 『銀座十二章』(朝目新聞社、
1965年)の次の文章も参考になろう。
パウリスタの常連[福原信辰、宇野四郎、南部修太郎、井汲清治、小島政二郎、
三宅周太郎、水木京太などの三田漏 の顔ぶれをみると、久保田[万太郎]さん以
外は、いわば文壇登場以前の文学青年であって、もちろん、まさにスター トラ
インにつこうとしている人々ではあったが、これをプランタンの常連に比べる
と、一段階も二段階も若いグループであったことがわかる。
プランタンは、常連を確保するために、維持会員を作ったが、その会員の中
には、
黒田清輝 ・岡田三郎助 ・稲田英作 ・森鵬外 ・押川春浪 ・岡木綺堂 ・永井荷風 ・
正宗白鳥 ・小山内薫 ・島村抱月 ・木下杢太郎 ・北原白秋 ・谷崎潤一郎 ・市村
羽左衛門 ・市川左団次 ・伊井蓉峰
など、そうそ うたる名前がみえる。
要するに、カフェー ・プランタンとカフェー ・パウリスタとは、自然 と客を
分け合 う結果となって、文壇画壇劇壇の、大家中家小家を銀座にひき寄せる働
きをしたことになる。(221-22)
カフヱー客の言わば〈棲み分け〉を検証することは極めて興味深く重要な作業だが、
詳論することは本稿の容量を超えることになるので別稿に譲ることとし、また 「プ
ランタン」・「パウリスタj・「ライオン」・「タイガー」などの大物カフヱーについて
も、種々の文献一一武田勝彦 ・田中康子 『銀座 と文士たち』(明治書院、1991年)
や長谷川泰三 『日本で最初の喫茶店 「ブラジル移民の父jがはじめた一カフエーパ
ウリスタ物語』(文園社、2008年)など一 である程度まで知られているので割愛
し、本稿ではロシア系のカフヱーに限定して検討する。
外国入居留地(築地)に 隣接 し流行(文 明開化)の 先端を行く国際色豊かな銀座
には、ヨーロッパー 本稿の流れで言えばカフヱー 「ユーロツプ」一 を始めとし
て、"ロシア、イタリア、フランス、アメリカ、オランダなどの名をカフエの下につ
けたものが出来"(水島爾保布 『新東京繁昌記』[日本評論杜、大正13年]32)てい
た。正宗白鳥f「銀座」散歩」(『古東多万』昭和7年1月)に よれば、"それは、外
人が経営してゐる謬でもなく、また外国からの漫遊客を引き寄せるためで もなく、
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外国語がよく分 りもしない癖に外国語を有難がる現代 日本の国民性 を現 してゐる。
[中略]銀 座がます 〉 欧米の殖民地の市街 らしくなる所以である"(『正宗 白鳥全集』
第27巻[福武書店、1985年]]75-76)とい うわけである(た だ し白鳥 は"そ れを歎
いてゐるのではな"く``事實を事實 として見てゐるだけ"で ある)。擬似植民地 とい
う見方は、アンケー ト回答集 「欝讐縦劉 自動車」と 括 動篤眞1と 「カフェー」の印象」
(既出)の 中で柳澤健 も示 している(『中央公論』大正7年9月 「説苑」欄70)し、
辻潤 も 「ど りんく ・こ うらうん ど」(大正14年3月)で 示 してお り(『絶望 の書』[萬
里閣書房 、昭和5年]188--89.)、妥当な分析 と言えよ う。 ・
それは兎も角 も、国際色豊かな銀座 のカフヱーの中でも、革命後の ロシア人の流
ひさ
転の人生 ギとほり来て/かへり見にけり/路に立ち/ロ シヤ女が鶴 ぐ花束」(由
利17>と い う短歌に代表 される を反映 してもいるmシ ア系カフヱーは特に注
目に値する,、これについては、銀座内外で、ロシア人経 営のカフヱー 「日露」(九殺
下)・「モス コー」(仙台市)、ロシア人女給 もいたカフヱー 「美人座」(銀座1丁 目)・
「ルナ 一ー」(銀座7丁 目〉・「ア レキサ ン ドリヤ」(浅草)、大正15年3月20目 に ピリ
ニャー ク(ロ シアの文豪)夫 妻の歓迎会が開かれ たカフヱー 「オザ ワ」(神楽坂)な
ど、興 味深 いカフヱーの存在を指摘できるが、文芸 とい う主題 と対象地域の関係 か
ら本稿 では割愛 し、以下の銀座(周 辺)の カフヱーに限定する。
第4章 ロシア系カフヱーと文芸
● 「ウオ トカ屋」(芝区芝口河岸[現在の港区新橋1丁 目4-5番地])
「ウオ トカ屋」は、文芸関係では、次のように秋田雨雀 ・永井荷風の目記に現れて
いる。
[昭和8年5月27日]午 後七時からレインボー・グリルで前進座の招待会があ
った。[中略]八田[元夫]君と時岡のやっている 「ウォトカ」に寄った。(尾綺宏
次編 『秋田雨雀 艮記』第2巻[未来社、1965年]341)※「レインボー ・グリ
ル」は大阪ビル(麹町区内幸町)の地下にあった東京有数の洋食店。大阪ビル
に文藝春秋社があったため、同社に出入りする文士を始めとして文壇 ・実業界
のファンが多かった。前記 「女給」闇題の調停の際にも、広津和郎が文藝春秋
社の菊池寛と面会する直前に 「レインボー ・グリル」で久米正雄や山本有三に
出会っている。昭和6年4.月下旬より、大阪 ビルの拡張に伴い、その地階全部
を使用することになり、拡張工事を完成させていた。σ本誌広告辞典」『食道楽』
51銀座(周辺)のロシア系カフヱーを中心にカフヱーと文芸
昭和6年5月;村 岡實 「昭和初期の月刊誌 『食道楽』にみる銀座界隈の飲食店
風俗」『銀座文化研究』第3号[1988年9月]10--11>
[昭麹9年4月16H]燈 刻銀座千疋屡に鉢 して帰らむとする途上関秀一君に逢
ふ。芝口河岸通ウオ トカ屋 といふ酒場を買受け去月十八 日より細君と共に営業
せ りと云ふ。誘はれて其店に至り一茶してかへる。(「断腸亭 日記巻十八纏」;『荷
風全集』第21巻[岩波書店、1963年]339)
● 「ウクライナ」(麹町区[現在の千代田区]有楽町1丁 目4番地)
fウクライナ」は、次のように薪聞記事に現れているが、記載内容に食い違いがあ
る。
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(『東京朝 日新闘』大正11年3月5日[夕刊〕2)
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(『護 費新闘』大正i1年3月5日[朝刊]5)
「ウクライナ」は、文芸関係 では、次の ように永井荷風の 日記に現れている。
[大正10年9月24則 日比谷の横町に俄国人の営めるカツフヱーウクライナ
といふ酒亭あり。平岡[権八郎]画伯と劇場聴歌の帰途、入 りて憩ふ。歌劇一座
の俄国人男女数名来 りて頻にウオ トカ酒を飲む。画伯遠客を慰めむとて盛に三
鞭酒を抜いて盃を勧む。彼等其の好意を謝 し、盃を挙げて一斎に故郷の歌を唱
ふ。言語の通ぜ ざるを憾む。(f断腸亭日記巻之五」;『荷風全集』第19巻〔岩波
書店、1964年]208-09)
● 「オデツサ」(麹町区有楽町1丁 目4番地、後に元数寄屋町
2丁目[現在の銀座5丁 目4番地3号]に移転)
「オデツサ」は、次のように新聞記事に現れている。
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カフヱーと文芸 銀座(周辺)のロシア系カフヱーを中心に 55
「オデツサ!は 、文芸 関係では、次 のように尾崎一tw・寺田寅彦 ・安藤 更生の文
章 に現れている。
尾崎一雄 『あのHこの日』(講談社、1975年)上(七十七)
私が銀座のカフエに出入りし始めたのは、やは り大正九年の頃で、fライオン」
や 「タイガー」のほかに 「プランタン」「ホワイ ト・パーロッ肩 などを覚えて
ゐる。「ロシア崖」といふのは知らぬが 「オデッサ」といふ ロシア人一家の経営
する店がβ比谷の近くにあって、京口や杉阪と共に、片上伸教授に連れて行か
れたことがある。片上さんがロシア語をベラベラしやべるのに驚いたが、これ
は驚く方がどうかしてゐたのだ。
ウオ トカをこの時初めて飲んだ。
それから暫く経つたある臥 校庭で杉阪など仲間と立話をしてゐるところへ、
片 とさんが通 りかかった。私は 「先生」と呼び留めて、放課後 「オデッサ」へ
連れていつてください、と言った。
「ほ う、あの店が気に入りましたか」
「ロシアへ行つたや うな気分です。今 臼は、これなんです」と、私は学生服の
左ポケットを叩いた。
「え?」
「ブルジョアなんです」
囎 が著るつていふの?」
「はい」
片上さんは反 りかへって笑つた。鯨ほど可笑しかつたらしい。私は、しまつ
た、と思ふと共に、顔に血がのぼった。片上さんは、今 日は都合が悪いから、
この次まで預けて置く、と言つて、向うへ去つた。
神経質な杉阪は、私と一緒になつて赤面してゐた。私はときどき出てくる自
分の軽桃浮薄性にうんざりした。そして多分、渋る杉阪を強引に鶴巻町のカフ
エに連れ込んで、ビールか何か飲んだだらう。さういふ とき、尚更さういふこ
とをやつて しまふのだ。
私が片上教授に叩いて見せたポケットといふのは、外側のである。そこへ、
十圓新札二十枚位を裸のまま入れてゐた。そのβの午前中、私は日本橋の株式
仲買店玉塚栄次郎商店へ出かけて小切手を受取 り、橋を渡つたところにある第
一銀 行でそれを現金化したのである。信用取引で小利を得たわけだ。
そののち、片上さんに逢ふと、「尾婿君、今日はここはどうですか」と自分の
左胸を叩いて見せるので、閉口した。「オデッサ」は、店の造 りも店の人たちも、
ロシアの小説申のもののや うに思はれてなかなか魅力があつたが、ポケットを
叩いたりしたため気持が萎えて、二度と行かず了ひになつた。(『尾崎一雄全集』
第13巻〔筑摩書房、1984年]406-07)
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寺田寅彦書簡
今 日津田君と東京 日々新聞社上の泰西名画展覧会といふのを見ましたが兎に角
面白いものであります、[中略]」 津田君に別れてから気象台へ行 くのに少し
早かつたので揖比谷の裏町を歩いて居るうちにカフエーオデツサといふのがあ
る、妙なうちだと思つて這入って見て…驚を吃した、此の顛末は拝眉の上に譲
る」(小宮豊隆宛て葉書[大正11年11月10日付け];『寺田寅彦全集』第26巻[岩
波書店、1999年]423-24)
安藤更生 「カフエ列伝」
オデツサは古い家である。もと山カン横丁にあつた。当時の尖端エロカフエ
だつた。今対鶴館へ越 して来ても仲々やるらしい話である。(『銀座細見』140)
● 「モスクワ」
「モス クワ」は、文芸関係では、次のよ うに室生犀星の 霞記に現れている。
[昭和4年3月12朗 萩原 をさそひ駅前の 「閑雅なる ビヤホールjに て ビ 一ール
を飲み 、出来心にて銀座に出づ。山水楼にて夕食 、後 にモスクワ ・カフエに至
る、,
[昭頼4年3月15日]夕 飯後萩原来る。カフエ ・モスクワに至 る。
[昭和4年3月20H]衣 巻省三君をたつね る。萩原平木同道 、酒出づ、後に萩
原 と衣巻君宅を出て銀座に至 り、カフエ ・モ スクワにて ビール をのみ、竹葉 に
夕食を とる。(『室生犀 星全集』別巻1[新潮社、1966年;セソ ト版、1976年〕95-96)
犀星 と萩原朔太郎 との親交は知られている。大正15年11月下旬に朔太郎は東京府
荏原郡馬込村平張1320番地(現在の東京都大閏区南馬込3丁 目23番地)に移住し
ていたが、昭和3年11月中旬に犀星が近隣の大森谷中1077番地へ移住 してきたた
め、田端時代に続いて、二人の往来は再び頻繁化 していた。
● 「モスクワ」
洋食店 「モス クワ」は、文芸関係 では、次の ように秋田雨雀の 日記 に現れ ている。
こ昭和4年3月9H]午 後十二時 ごろ丸 ビシの 「造型」へ行 き、二時か ら出席
の ことをことわって、す ぐレス トオラン ト・モス クワへ行 く。[中略]
([河原崎]長十郎招待の会(ソ ヴェー ト芸術)。[中略])
[昭和4年6月16日](夜 、レス トオラン ト・モス クワσ)レー フ ェル ト君歓迎会
へ。)(『秋田雨雀 日記』第2巻146、153)
カフヱーと文芸 銀座(周辺)のロシア系カフヱーを中心に 57
雨雀は"こ の年二月に進歩的な美衛家の団体である 「造型」と 「アール」(日本プU
レタ リア美術家同盟)と の合同問題の座長 として毎回出席 し"(秋田雨雀 『雨雀 自傳』
[新評論社 、1953年]156)ていた。"アン ドレイ ・レイフェル ト(1898～1937)
は今では忘れ られ た存在だが、ウラジオ ス トクで 日本語を学 んだのち、二度 にわた り
来 日(1925～27、28～32年)、 日本文学 ・演劇研究のかたわ ら漫画家 として
も活躍 したユニークな 才人である(秋田雨雀、柳瀬正夢 らと親交があった)。帰国後の
35年 に労作 『現代 碍本語常用漢宇辞、典』を著すが、当時の 田本研究者 の例に洩れず
スター リンの粛清の犠牲 となった"(沼辺{詐一 「レイフェル トの遺著 に手が震 える」
[http://numabe.exblog.jp/5176681/])。補足すれ ば、レイ フェル トは浮世絵 を通 じて
日本に憧れ を抱 いていた。上記の 目記 に加 えて、『秋 田雨雀 日記』 に"[昭和4年1
月2日 ユ 神戸総領事館の レイフェル ト君から小山内[薫]君の伝記 、写真、舞台面が
ほしい といってきたので送ることにす る"(第2巻139)、"[昭和4年4月16日]神
戸領事館 に レーフェル ト君を訪 うと留守だ った"(第2巻149)とい う関連記事 もあ
るが、いつれ もレイフェル ト再来 譲の時期に関わるものである。更に、再来 β中に
「uシア漫画家の 『東京見物』」(『東京朝 日新聞』[夕刊]昭和6年3月13日 一4月
30日)を発表 してお り、その中でカフヱー も調刺的に取 り上げている(3月24-26
貝)。
● 「モスコー」(銀座3丁 目)
バア 「モス コー」は、次のよ うに新闘記事 に現れている。
銀座(周辺)の ロシア系カフヱーを中心に58カ フヱーと文芸
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艦東京朝 醸新聞還昭粕7年 憩 月5H[夕刊]2>
● 「ユニオン」〈麹町区[環在の千代穣区3有楽町)
ゼユニオンsは、次のように新聞記事に現れている。
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k握讃買耕閻』入止i1年5月31H[朝 刊]5)
当時の野 口雨情は、上記の記事 にも見 られ る通 り、童謡作家(ば か りでな く民謡作
家)と して名 を馳せていた。前後に 『童謡の作 り方』(交蘭祉、大正11年3月)と
『童謡 と児童の教育』(イデ ア書院 、大正11年12月)を 出版 してい る。カフヱー に
対す る雨情の関心は、 「後姿」(『小説倶楽部』大正10年10,月)・「黒の ソフ トさん」
(『かな りや』大正 王0年12月)・「す さみ心」(『かな りや』大正11年3月)・ 「銀座
へ」(『日本詩集一 九二三版』[新潮 社、大正12年])・「薄水色一」(『極楽 とんぼ』.[黒
潮社、大正13年 ユ)に見 られる(『定本 野 口雨情』第1巻[未 来社 、1985年]99、
L48-49、153、165-66、第2巻[1986年]189)が、特にロシア系のカフヱーを応援 し
た背景には、青年期か ら抱 き続 けていた社会主義への関心 と共鳴があった ものと見
60カ フヱー と文芸 銀座(周辺)のロシア系カフヱーを中心に
られ る。
「ユニオ ン」は、文芸関係 では、次 のよ うに秋 田雨雀の 日記 に現れている。
[大正11年U月19朗 ひ さしぶ りでH比 谷 を歩いた。六蒔か らユニオン ・カ
フエで コスモ倶楽部があった。支那、朝鮮、台湾の学生、日本人 らで三 十人。
支那、朝鮮、台湾の学生の熱烈な談話 があった。
[大正11年12月24H]有 島[武郎3、足助[素～]のこ君 とカフエ ・ユニオ ンに
ゆき、 ロシアにいた主婦[杉碕マサ(ま さ子)]と あった。長谷川二葉亭を知っ
ていた。十年余ペ トログラー ドにいたそ うだ。美 しい女性だ。[中略3
(沖略]カフエ ・ユニオンのク リスマス)(尾崎宏次編 『秋 田雨雀 日記』第1
巻[未来社、1965年]299、301)
雨雀は"こ の年仙台、金沢、新潟 、名古屋等へ講演旅行 をしてい る"が 、辱`これ らの
旅行ではいつでも有島武郎 といっしょ"(『雨雀自傳』91)だった。
● 「レーニン」 〈銀座5丁 目)
「レーニ ン」は、文芸関係 では、次の よ うに永井荷風の小説 「つゆのあ とさきj
に現れ ている、,
建物を出ると、おもては五月はじめの晴れ渡つた臼かげに、凶比谷公園から
はや り
堀端一帯の青葉が一層色あざやかに輝き、電車を待つ人だまりの中から流行の
衣裳の翻へるのが目に立つて見える。腕時計に時間を見ながら、君江はガー ド
の下を通 りぬけて、敷寄屡橋のたもとへ来か 』ると、朝臼新闘社を始め、をち
こちの高い屋根の上から廣告の軽気球があがってゐるので、立留る気もなく立
うしう
留って空を見上げた時、後 から君江さんと呼びながら馳け寄る草履の音。誰
かと振返れば去年池の端のサロンラツクで一緒に働いてゐた松子といふ年は二
十一二の女で。その時分にくらべると着物も姿もずつと好くなつてゐる。君江
は同じ経験からすぐに察して、
ギ松子さん、あなたも銀座。j
「え〉・。い.Sえ。」と松子は曖昧な返事をして、「去年の暮、暫くアルプスに
ゐたのよ。それから遊んでゐたの。だけれど又どこかへ出たいと思つて實はこ
れから五丁潤のレーニンつていふ酒場。君江さんも御存じでせう。あの時分ラ
ちとつを
ツクにゐた豊子 さんが居 るか ら、鳥渡様子 を見て来や うと思つてゐ るの。」(『荷
風全集』第8巻[岩 波書店、1963年]232-33)
● 「レニングラウ ド」
「レニ ングラウ ド」は、文芸関係では、次のよ うに室生犀星の 日記に現れている。
カフヱーと文芸 銀座(周辺)のロシア系カフヱーを中心に 61
[昭和4年5月2H]「 中央公論」に随筆三十九枚をとどける。二百三十八圓
も 　
落手。帰途邦楽座に行 き、出でて赤鬼にて酒 をのみ、カフエ ・レニングラ ウ ド
に行 く。(『室生犀星全集』別巻1:102)
● 「ロシア」(銀座三十間堀3丁 目1番地[現在の銀座6丁 目14番地付近D
fnシア」は、次のように薪聞記事に現れている。
爾
フび じ ロ
エ 管 京 シ
を 業 橋 ア
鞭
1隷
開 時 ロ爲
撃糠
る 部 屋 中
由 に は な
(『東京朝日新聞』大正8年1月25日[朝刊37)
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(『讃費新聞』大正8年1月30日[朝 刊]6)
62カ フヱー と文芸 銀座(周辺)のロシア系カフヱーを中心に
当時の 『東京朝段新聞』には次のような広告が現れている。
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難1
(4> (5)
(1)大正9年12月18H[朝刊111。
(2)大正10年2月3日[夕刊]3、大正10年2月6日[夕刊]2。
(3)大正10年5月17日[夕刊]3、大正IO年5月31H[朝刊]7。
(4)大正10年6月2β[夕刊]董。
(5)大正10年8月31臼[朝刊]7。
関東大震災後の模様は、次のように新聞記事に現れている。
銀座(周辺)の ロシア系カフヱーを中心に一一63カフヱーと文芸
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店主の辻衛が兄の辻永を介して黒田清輝などの東京美術学校グループ小品展を
企画していたことが、次のように新聞記事に見られる。
64カ フヱー と文芸 銀座(周辺)の ロシア系カフヱーを中心に
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(讃費新聞』大正12年11月2日[朝 刊]4)
「Uシアjにいた女給の珍しい写真が、次のように新聞記事に見られる。
65銀座(周辺)の ロシア系カフヱーを中心に一一カフヱー と文芸
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「ロシア」で 自殺騒 ぎのあった ことが、次の ように新闘記事に見られ る。
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fmシア」は、文芸関係では、次のように安成二郎 ・辻潤 ・内田百聞の文章に現
れてお り、また詩人協会の準備会でも利用 されている。
安成二郎 「バ ラツ クか らバラツクへ」
さて銀座である。バ ラツクの出来たのはライ オン、カフエー ロシア、ここへ
私は、大杉栄が鎌倉 にゐる時分、その鎌倉 も大杉 も今は無 くなったが、久 しぶ
りで銀座で出會つて一一緒に晩飯を食ひに行 つたことを思ひ出す。カ フエー ・ロ
シアは焼けてもバラツクが出来た。(『中央公論』大正12年11月 「説苑」欄142)
辻潤 「どりんく・こうらうんど」
ロシヤ美人 と云ふと僕は震災前銀座のカフエ ロシヤにゐたリヨウリヤさん
のことを思ひ出す。彼女はさして美入と云ふわけではなかつたが、教養があり、
愛嬌があつて、歌もよく唱つた。H本 で聴いた中ではf天然の美」のメmディ
が一番好きだなどとセンチメンタルなことを云つてゐたのもよかつた。プウシ
ユキンやレルモン トフなどをよく護んでゐたツけ、米国の工業学校へ入る為め
に英語をしきりに勉強してゐた一 英語は臼本へ来てから始めたらしいが、ヂ
キにディケンスなどを讃むや うになつたらしい一 しかも、自分ではエンヂニ
ヤアになるのだと云つてゐたから感心だ。 日本のウエイ トレスにもリヨウリヤ
さんのやうな人が早くドシ〉 と出て来ると面白いと思ふ。(『絶望の書』184-85)
内田百聞 「書はひねもす」
「僕は須井先生の講義に出た事もなく、語學の教室で出席を取られた事もない
のですが、須井先生に初めてお目に掛かつたのは、大正の終りか昭勅の初め頃
です。その頃は僕 も若かつたので或る晩銀座をほつつき、露西亜料理の店へ這
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入ったところが、一杯飲んでゐる僕の所へ向 うの薄暗い隅にゐた人が席を移 し、
何だかお互にしやべつてゐる内に面白くなりまして、それが今よりは三四十年
お若かつた須井先生なのですが、銀座から長駆 して駒込の待合へ行きました。
それから飲み直 し、夜もすがら飲み績けて、外が明かるくなつてから帰って来
ました。その時須井先生は僕のステツキを突いて帰られました。僕の大事なス
テツキなので、二三日後にお宅へお邪魔してそのステッキを戴いて来ました。
お宅がどの辺の見當だつたか、今考へても思ひ出せません。お宅へ伺つたのは
その時一ぺんきりです。須井先生に就いて話せと云はれましたからお話 ししま
したが、以上申し上げた事は数年前東中野の臼本閣で須井先生の古稀のお祝が
あった時、矢張 り指名されて申し上げた事と全く同じで寸分違ひません。これ
から後、喜 ノ字のお祝、米壽の賀のお祝等が目出度く開かれる事と思ひますが、
その節は僕も亦昌出度く末席に列なりたいと思ひます。その時今晩の様に、肝
煎 りの幹事さんが僕に何か云へと云はれましたら、矢張 り銀座の露西亜料理か
ら須井先生を拉 した同じ話を申し述べるつもりです。只今 この席で豫告いたし
て置きます」
宴が終つて席を起つ時、須井さんにあの露西亜料理の店の名を僕は覚えてゐ
ないのですが、御記憶がありますかと聞いたら、言下に 「カフエロシア」と答
へた。(『東海道刈谷騨』[薪潮社、1960年];『内田百聞全集』第8巻[講談社、
1972年]403-◎4)※須井とは、独文学者 ・随筆家の吹田順助(1883-1963)
のこと。これは吹田の自叙伝 『旅人の夜の歌』(講談祉、1959年)出版記念会
で百聞が行なったテーブルスピーチである。
詩人協会
昭和3年1月18Hに第2回総会準備会が開催され、萩原朔太郎(会則起草委員 ・
評議委員 ・常務委員〉らが出席 している く伊藤信吉 ・佐藤房儀 「萩原朔太郎年譜」
『萩原朔太郎全集』第15巻[筑摩書房、1978年]403)。※この後、1月21日の第
1回総会で詩人協会が成立。
● 「ロシヤ」(京橋区瀧 山町 「朝 臼新闘社」裏手の大通 り
[現在 の銀座6丁 目6番 地付近])
バア 「mシヤ」は、文芸関係では、次のよ うに松崎天民 ・谷崎ma-一郎の文章に現
れている。
松崎天民 「カフエーの女」
カフエーの女にも、憂き煩ひは 「生活」と云ふ問題である。それでも日本の
カフエーには、貞操を壷物にすることを、表看板にして居る様な女は、未だ～
人も見えないけれど、欧州交戦の諸国には、カフエーの女一 即一 費春婦が
澤山あると云ふ。現に近頃、京橋区の東京朝目新聞裏手の大通に、新に開店し
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たロシヤ、バーには、金髪の若い女が三人居て、頻 りに醜業を営んで居るとの
噂がゐる。一本のヱビスビールも、一杯のベルモツ トも、其処のバーでは五十
銭を食るさうである。同時に三人の異国人は、三圓乃至五圓の紙幣に依つて、
人々の枕席にも持すると云ふ。珍し物好きの日本人の中には、一杯の酒機嫌に
浮れて、此異国の 輪 落の女jを 弄んで居る者も紗からずあらう、生れた国の
さまよ
白夜の巷を彷復 うた末は、憂きに流れて日本の都にまで漂泊して居る彼等三人
な げ
の運命を思ふ と、人を馬鹿にした様な秋波や微笑や、事も無気なる挙動の中に
も、人知れぬ涙が流れて居や う。
握手されるさへ、罪深いことの様に思つて、顔紅 らめる、日本のカフエーの
女は、たとへそれが表向だけとは云へ、未だ〉 異国人よりは幸福である。恋も
無くて、た ゴ金を得や うがためにのみ、貞操を費物にしや うとするには、日本
のカフエーの女は鯨 りに道徳的である。但 しそれ も何時まで績 くことやら、此
の後、五年 と経ち十年と過 ぐる間には、ロシヤ、バーの様になつて行くのでは
あるまいか。「カフエーの女」は、その職業的にも、道徳的にも、今や寒心すべ
き危機に立つて居るのである。(『恋 と名と金 と』[弘学館、大正4年]176-77)
谷綺潤一郎 「濁探」
その頃露西亜生れの魔性の女が、銀座の裏通りに怪しげなバアを開いたと云
ふ事を新聞で知つた私は、俄かに激 しい好奇心に捕はれた。丁度私はある創作
の原稿を書き上げる為めに、訪客を避けて埼玉の知人の家に閉居 して居た最中
であったが、其処で新聞を讃むと同時に何だか物に愚かれた如く筆を捨て 》東
京に馳せ帰つた。 さうして戻つて来た明くる日の晩に、友人の浅川 と村山とを
唆かして早速バアへ出かけて行つた。
"RussianBar"と英語で記 した丸行燈iの看板の下をくゴつて中に這入ると其
処は廊下になつて居た。左側の部屋からドシンと強く ドー アを開けて荒々しい
足どりで現はれたのは、非常に太つた怪物のやうな四十恰好の婦人であった。
獅子鼻の口の大きい、団栗眼の猛悪な顔に変な作り笑ひを浮べて、われ〉 三人
を右側の一室へ押し込むが如く引き擦 り込んだ。彼あ女の後から、彼の女より
は美しくて若さうな二人の女が直ぐに績いてぞろぞろと闘入して来た。「ハヴ、
ユウ、エニイ、 ドリンク?」と一番背の高いのが威勢のい㌧聲で云った。やが
て彼等はてんでに洋酒の杯を捧げて、狭い室内の大きなソオフアに腰かけて居
るわれ〉 三人の膝を目がけて、一斉に猿のや うに跳び上つた。彼等の一人はい
きなり私を蓉の上へ乗 り倒 して、裸膿の腕を首筋へ絡み着けたま 》執拗に酒 と
色とを押し費 りす可く、肉感的な嬌態を演 じて見せた。
「おいもう帰 らうちやないか。なんだ馬鹿々々しい。僕は不愉快でたまらなく
なつた。」
浅川が大きな聲で、夢中になつて戯れて居る私の様子を苦々しさうに眺めて
云つた。日本語を解せぬ女たちは怪誘な顔をして嘲けるや うに浅川の姿を眺め
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た。野蛮な露骨な、偽るところなく差つるところなき女たちの挑発的な攻撃を
避けて、室の片隅に憤然として立ち煉んだ浅川の瞳の奥には、不思議な異国の
情調に対し圧迫された恐怖の色が、充ち溢れて居た。柳橋や新橋辺の茶座敷に、
人形のや うな女を相手に遊び馴れて居る彼 としては、尤もなことだと私は思つ
た。私は彼の狼狽した上晶ぶつた態度の中に、「獣」に対する 「人間」のつまら
なさを認めることが出来た。人問一 殊に日本人の小さな不正直が、彼の動作
に具膿化されて居るや うに感 じた。
二人の友人は口を揃へて私の酔興を攻撃した。さうして、二十分ばか りの後、
私は友人に促されて不承蕪籍にソオフアを立ち上った。
「勘定はいくらだ」と聞くと、彼等の…人が指を三本出して、「トゥリイ、エン」
と答へた。 ビイルでも葡萄酒でも一杯が五十銭づ』と云ふ計算になつて居た。
「どうせ賛本なんぞへ流れて来る西洋人は知れたものさ。本場の女はあんな者
ぢやないだらう。僕はもう眞平だよ。あれが面白いのは君ぐらゐなものだらう。」
門を出ると村山はかう云つた。「あんな女を相手にして洋行した気分になつて
居れば安直でいXさ。」と浅川 も云つた。それでも私はあの女たちの奇怪な戯れ
を忘れることが出来なかつた,,自分の膝の上で暴れ廻った偉大な轡、首つたま
へかじり着いた強い腕力、鳥の噛のや うに細々とした精惇な両脛、傲岸にして
voluptuousな胸部の筋肉の表情一 凡べてのものが私の頭を一種の"spell"の
下に囚へた。
その明くる晩、日の暮れ切 らぬうちから私はひとりで出掛けて行つた。三人
の うちで、癌番美しさうに見える女が私を二階の寝室へ連れて行つた。彼の女
は露西亜語の外には何処の国の言葉をも知らないらしかつた。たゴ、私が手眞
似や身振りでいろいろの業を注文すると、その度毎に手を出 して、``Money!
money!!"とせび りついた。前夜階下のprivateroomで戯れた折の、執拗な媚
び謁ひや愛嬌は、寝室へ這入ると同時に彼の女の態度から消え失せて、私は全
く無情な冷淡な取扱ひを受けた。「相手が日本人ではとても親身になれない。欺
かして金を搾 り取つてやるだけだ。」と云ふや うな軽侮の情が、彼の女のぐった
りとした傭げな身膿の全部に、表れて居るかの如く感ぜられた。
「あそこへG氏を連れて行つて見てやらう。さうしたらあの女たちは、どんな
風に待遇をするだらう。」一 私はふとこんな好奇心を起して、又或る晩の九時
頃に友人の林を語らつて、二入で神保町のビユウロオからG底を誘ひ出した。
「行きがけに何処かで一杯引つかけて行かう。酔つ彿って居ないと気乗 りがし
ないから。」
林がか う云つて、銀座のカフェエ、パウリスタへ立ち寄ることになつたが、
酒嫌ひのG氏は一殉 杯を手にしなかつた。
「おい、おい、Gに ウンと酒を飲ませろよ。一つ此奴を酔つ梯はしてやらうち
やないか。」
林は小ひさな聲で私に耳打ちをした。G氏 は青い眼をして済まし返つて居た
が、やがて其れに感付いたのか、
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「林さん、それはいけません。私酒は澤山です。」
と笑ひながら両手を振つた。 「・… 一膿あなた方は、どうしてそんなに西洋
の女がい 』のですか。何処がい}と思ひますか。それはみんなイルジオンで実
私 日本の女の方がやさしくて親切で大変い』と思ひます。ヨ本の女は美 しくは
ありません。しかし女らしい女です。私はいろ〉 の人種の女と関係 しました。
私の云ふことはたしかですから、どうぞ信用して下さい。」
彼は物を頼むや うな調子で、熱心に意見を述べた。それで今夜の冒険に対し
ても、あまり興味を持たないらしい様子であつた。「ロシア人の女と遊ぶのも経
験の為めに一遍はい墨でせ う。だが一遍でおよしなさい。今夜だけでお止しな
さい。私はほんとに忠告します。」
パウリスタを出てからも、頻 りにこんな事を云ひながら、彼は迷惑さうに二
人の後へ附いて来た。
私は先へ立つて、つかつかと案内を知つたバアの扉を押し開けて廊下へ這入
つて行った。
「オオ!ユ ウロオピアン!」 と異口同音に嬉 しげに叫ぶ頓興な聲が左側の室
内に起ったかと思ふと、三人の女が忽ちばたばたと其処へ走り寄ってG氏を取
りかこんだ。さうして、さも待ちこがれて居た恋人にでも逢つたかのや うに、
「オ 、、ユウロオピアン!ユ ウロオピアン!」を繰り返 しつ㌻、彼の手を引き
襟を捕へて例のprivateroomへ連れ込まうとする。G氏 は急に機嫌がよくな
つてしまつた。二た言三言如才のない挨拶を交はしながら、彼等のなすがま 』
だ
に導かれて行った。林と私は忙然 として彼の後に従つた。
二人はしまひまで傍観者の位地に立たせられた。酒を飲まぬと云つたG氏は
其の室内で大分杯の数を重ねた。遂には眞赤に酔つ梯って、彼等の一人に頬を
擦 り寄せながら、濁聲高く課のわからぬ歌をうたひ出した。それから語学の一
ゆ 　 こげ　か
番出来るらしい太つちよの女を相手に、平易な欄逸語で維納の町景色などを面
白さうに説明した。私は何か外国の小説の鋒景文でも讃むやうな心地でその説
明に耳を傾けた。相手の女は解るふりをして聞き惚れて居たが、その實一向解
らないや うであった。
「奴さんばか り持て》居て、われわれの方は甚だ面白くないな。そろ〉 二階の
寝室へ押 し上るとしようちやないか。」
林が私の磐をつツついて相談を持ちかけたが、私は妙に気おくれがして心が
弾まなかつた。G氏もそれには不賛成であつた。fつまらないからお止めなさい。
もうこれだけで結構です。こんな野蛮な獣といつまでもふざけて居るのは馬
鹿々々しいではありませんか。」勝 手に散々ふざけ抜いた揚句、G氏はこんな事
を云つた。結局高い勘定を林がひとりで支彿つて、三人は十二時近くにそこを
遁れ出た。
帰 り途に、G氏は再び懇々と私のイルジオンを説破 しようと努めた。晒 洋の
女が日本の女より優れて居ると思つたら非常な間違ひです。殊に露西亜の女は、
みんなあの通 りの野蛮な無禮な獣ばかりです。あの女たちは多分ガリシア辺の
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生 れ で せ う。 ガ リ シ ア は 悪 い 梅 毒 の 流 行 す る 地 方 で す か ら 、 あ の 女 た ち と 関 係
す る の は 危 瞼 な こ とで す 。」か う 云 つ て 口 を 極 め て 罵 倒 した 。そ れ か ら 二 三H過
ぎ て 私 へ 寄 越 した 手 紙 の 中 に 、 更 に 下 の や う な 文 句 が 認 め て あ っ た,
"IfyouaU◎wmetogiveyouagoodadVice
,doゴtbe`inch酒esna【'】
any,{sic]more{,】asit,really(loesnotpay.Don'tyouthinkthattheneat,
politeandlovelyJapanesenesansare1000timesbetterthanthoseuncouth
RussianmUles?,,
ま へ
断つて置 くが文中のインチ リエズナ(inchiriesna)と云ふ言葉は、その晩 わ
れ 〉 が露西亜 人か ら教はった形容詞で、curiOUSと云ふ英語を露西亜語で何 と
云ふかと尋ねた ら、女の一人が 「イ ンチ リエ スナ」と答へたのである。"nesans"
は 「姐 さん」 と云ふ 臼本語であらう。彼は屡 々目本語 をこんな風に英文の中へ
交ぜ て書いた。"qUiteenryOiiaku"などs云 ふ文句 を好んで使つた。(『新小説』
大正4年11月31-36、校訂には 『谷綺潤…郎全集』第3巻[中 央公論祉、1967
年]を参照 したが、相違が大分ある)
パウリスタの箇所は本筋からは外れているが、パウリスタ関連文献としては一興の
価値があるため、敢えて省略しないで示 した。問題のバアについては、以下のよう
な興味深い逸話がある。
カフエ 一ー・バウリスタが溌測たる時代たしか銀ブラなんて書葉の生れる以前の
事だ、谷崎潤一郎氏の 「濁探」と云ふ小説に現れるロシア人だかフランス人だ
かの売笑窟が、加賀町の街に出来たばかりの時だ(そ こへ、欺道の猛者たる天
活営業部の某氏が探検に出かけ、目のク リ玉の飛び出る勘定に銭足らずで、金
春のテケツ[切符売 りユに金融を懇願 したび)は当時有名な話。)(徳川夢声 『夢声
半代記』現代ユーモア叢書第5編[資文堂書店、昭和4年]155)
結論
各々のカフヱーには、(女給も含めて)特有の情調があった。それらのカフヱーの
中で、ロシア革命後の国際情勢を背景にロシア系カフヱーを秋田雨雀や辻潤のよう
な社会主義 ・無政府主義運動関係者が贔展にしていた(安成二郎や大杉栄も利用 し
ていた)事実は、それなりに興味深いものの、ある意味では当然とも言える。それ
に対して、思想的には対極的な永井荷風や室生犀星(と萩原朔太郎)や谷崎潤一郎
までもが立ち寄っていた事実ともなると、実に興味深い。荷風 「つゆのあとさき」
で"レーニンつていふ酒場"が言及されている事実、谷綺潤一郎 「濁探」で"Russian
Bar'が詳述されている事実は注目に値する。片上伸が ギオデツサ」の馴染み客だっ
たこと(片上に連れて行かれたことのある尾碕一雄が"魅力"を感じていたものの
二度と行かなかったこと)、寺田寅彦が 「オデツサ」に偶々立ち寄っていたこと、野
72カ フヱー と文芸 銀座(周辺)のロシア系カフヱーを中心に
口雨情が 「ユニオン」の応援者だったこと(女主人がペ トログラー ド滞在時の二葉
亭四迷を知っていたこと)、吹田順助と内田百聞が 「ロシア」で初めて出会っていた
ことなども、知られることの少ない、言わば埋れた史実に近いもの と言えよう。
文芸 とは別に、ロシア系カフヱーで(あ るいは関係者に〉実際に起きていた興味
深い出来事(と書ってもゴシップねた)は 、前記の通 り、新聞がふんだんに提供し
てくれている。それこそ銀座カフヱー裏面史を構成するものであり、 日本近代(文
化)史 の闇を照らし出すものとも言えよう。
